
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信システムであって、各無線通信
装置は、
　帯域予約伝送領域の帯域予約通信割り当て情報を含んだビーコン情報を所定のフレーム
周期毎に受信して、フレーム周期内の非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を設定し、
　 に基づいて非同期伝送領域で送信
することが相当な情報量を算出し、
　情報通信を行なう際に、最初は非同期伝送領域で情報通信を行ない、非同期伝送領域で
送信することが相当な情報量を超過した情報量が蓄積されたときに帯域予約を行なう処理
を起動する、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　無線通信装置は、帯域予約通信中に、当該帯域予約領域において送信すべきデータがな
くなったときに、予約通信の帯域解除を行なう処理を起動する、
ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　所定のフレーム周期毎の非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信が行わ
れる無線ネットワークで動作する無線通信装置であって、
　所定のフレーム周期毎にビーコン情報を受信するビーコン情報受信手段と、
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　受信したビーコン情報に記載されている帯域予約伝送領域の帯域予約通信割り当て情報
に基づいて、フレーム周期内の非同期伝送領域での受信領域と、帯域予約伝送領域の送受
信領域を設定する領域設定手段と、
　非同期伝送領域において情報を送信する非同期アクセス制御手段と、
　帯域予約伝送領域において予約された帯域を利用して情報を送信する予約通信制御手段
と、
　送信すべき情報を蓄積する送信情報蓄積手段と、
　 に基づいて非同期伝送領域で送信
することが相当な情報量を算出する伝送量算出手段と、
　前記伝送量算出手段により算出された情報量を超過する情報量が前記送信情報蓄積手段
に蓄積されたときに、帯域予約を要求する帯域要求手段と、
を具備することを特徴とする無線通信装置。
【請求項４】
　前記伝送量算出手段は、非同期伝送領域の全帯域を前記無線ネットワークを構成する無
線通信装置の台数で割った帯域を送信することが相当な情報量として算出する、
ことを特徴とする請求項３に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記帯域要求手段は、前記予約通信制御手段により帯域予約伝送領域において情報伝送
中に、当該帯域予約領域において送信すべきデータがなくなったときに、帯域予約解除を
要求する、
ことを特徴とする請求項３に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　所定のフレーム周期毎の非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線ネットワー
クで無線通信を行なうための無線通信方法であって、
　所定のフレーム周期毎にビーコン情報を受信するビーコン情報受信ステップと、
　受信したビーコン情報に記載されている帯域予約伝送領域の帯域予約通信割り当て情報
に基づいて、非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を設定する領域設定ステップと、
　非同期伝送領域において情報を送信する非同期アクセス制御ステップと、
　帯域予約伝送領域において予約された帯域を利用して情報を送信する予約通信制御ステ
ップと、
　送信すべき情報を蓄積する送信情報蓄積ステップと、
　 に基づいて非同期伝送領域で送信
することが相当な情報量を算出する伝送量算出ステップと、
　前記伝送量算出ステップにおいて算出された情報量を超過する情報量が前記送信情報蓄
積ステップにより蓄積されたときに、帯域予約を要求する帯域要求ステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の無線局間で相互に通信を行なう無線通信システム、無線通信装置及び無
線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムに係り、特に、特定の制御局の管理下でネ
ットワークが構築される無線通信システム、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコン
ピュータ・プログラムに関する。
【０００２】
さらに詳しくは、本発明は、非同期で任意の情報伝送を行なう領域と帯域予約をして情報
伝送を行なう領域とを併せ持つ無線通信システム、無線通信装置及び無線通信方法、並び
にコンピュータ・プログラムに係り、特に、非同期通信によって情報伝送を開始するとと
もに非同期通信では情報伝送が完了しない場合に帯域予約通信を行なう無線通信システム
、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムに関する。
【０００３】
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【従来の技術】
複数のコンピュータを接続してＬＡＮ（ Local Area Network）を構成することにより、フ
ァイルやデータなどの情報の共有化、プリンタなどの周辺機器の共有化を図ったり、電子
メールやデータ・コンテンツの転送などの情報の交換を行なったりすることができる。
【０００４】
従来、光ファイバーや同軸ケーブル、あるいはツイストペア・ケーブルを用いて有線でＬ
ＡＮ接続することが一般的であったが、この場合、回線敷設工事が必要であり、手軽にネ
ットワークを構築することが難しいとともに、ケーブルの引き回しが煩雑になる。また、
ＬＡＮ構築後も、機器の移動範囲がケーブル長によって制限されるため、不便である。そ
こで、従来の有線方式によるＬＡＮの配線からユーザを解放するシステムとして、無線Ｌ
ＡＮが注目されている。この種の無線ＬＡＮによれば、オフィスなどの作業空間において
、有線ケーブルの大半を省略することができるので、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）
などの通信端末を比較的容易に移動させることができる。
【０００５】
近年では、無線ＬＡＮシステムの高速化、低価格化に伴い、その需要が著しく増加してき
ている。特に最近では、人の身の回りに存在する複数の電子機器間で小規模な無線ネット
ワークを構築して情報通信を行なうために、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ
）の導入の検討が行なわれている。例えば、２．４ＧＨｚ帯や、５ＧＨｚ帯など、監督官
庁の免許が不要な周波数帯域を利用して、異なった無線通信システムが規定されている。
【０００６】
例えば、ＩＥＥＥ８０２．１５．３では、２０Ｍｂｐｓを越える高速無線パーソナル・エ
リア・ネットワークの標準化活動が行われている。当該セクションでは、主として２．４
ＧＨｚ帯の信号を利用したＰＨＹ層に準拠した規格化が推進されている。
【０００７】
この種のワイヤレス・パーソナル・ネットワークにおいては、１つの無線通信装置が「コ
ーディネータ」と呼ばれる制御局として動作し、このコーディネータを中心にして、およ
そ１０ｍ以内の範囲で、パーソナル・エリア・ネットワークが構築される。コーディネー
タが所定の周期でビーコン（ Beacon）信号を送信し、そのビーコンの周期が伝送フレーム
周期として規定される。そして、この伝送フレーム周期毎に各無線通信装置が利用する帯
域の予約や割り当てが行なわれる。
【０００８】
従来からの無線通信方法の１つとして、伝送に先立ち特定のパラメータ情報を交換し、そ
の後、伝送に利用する帯域の予約や割当てを行なってから通信を開始する方法が考えられ
ていた。このように帯域予約通信を行なう方法としては、例えば、欧州の無線ローカル・
エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）規格である、ＢＲＡＮ  ＨｉｐｅｒＬＡＮ  Ｔｙｐｅ２の
無線通信システムなどが一般的に知られている。
【０００９】
また、他の無線通信方法として、帯域予約を行なわずに任意のタイミングで情報送信を行
なう方法も考えられていた。このように任意のタイミングで情報送信を行なう方法として
は、ＩＥＥＥ  ８０２．１１系の無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）の無線
通信システムにおけるアクセス制御プロトコルが有名である。
【００１０】
例えば、上位層のアプリケーションとしてＡＶストリーミングを行なう場合には、長時間
にわたって無線伝送路を占有するため、長時間にわたる帯域予約が可能な前者の無線通信
方法を適用すると効果的であることが認識されている。
【００１１】
他方、上位層のアプリケーションとしてＩＰパケットのように非同期で情報交換が行なわ
れる場合には、伝送需要が発生した場合、即座に送信が可能な後者の無線通信方法を適用
すると効果的であることが認識されている。
【００１２】
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さらに、これら双方の通信方法を用いた無線通信システムとして、例えば、ＩＥＥＥ  ８
０２．１５．３で標準規格化された、高速無線パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡ
Ｎ）の無線通信プロトコルがある。すなわち、ＩＥＥＥ８０２．１５．３で規格化される
ＭＡＣ層には、競合アクセス期間（コンテンション・アクセス期間：ＣＡＰ）と、非競合
アクセス期間（コンテンション・フリー期間：ＣＦＰ）とが用意されている。そして、非
同期通信を行なう場合には、競合アクセス期間を用いて短いデータやコマンド情報が交換
される。一方、ストリーム通信を行なう場合には、非競合アクセス期間内にて、ギャラン
ティード・タイム・スロット（ＧＴＳ）によるダイナミックなタイムスロットの割り当て
を行ない、帯域予約伝送が行なわれる仕組みになっている。
【００１３】
なお、ＩＥＥＥ８０２．１５．３で規格化されるＭＡＣ層部分は、２．４ＧＨｚ帯の信号
を利用したＰＨＹ層以外に他のＰＨＹ層の標準仕様として応用できるように規定されてい
る。また、ＩＥＥＥ８０２．１５．３で規格化されるＰＨＹ層を、２．４ＧＨｚ帯の信号
を利用したＰＨＹ層以外に、他のＰＨＹ層を利用する標準化活動が開始されつつある。
【００１４】
また、本出願人に既に譲渡されている特願２００２－２８１２８号明細書には、伝送帯域
の一部を帯域予約通信に利用し、他の帯域において任意のタイミングで情報送信を行なう
無線通信方法について開示されている。すなわち、無線通信装置が所定の時間間隔で管理
情報の通知周期を設定して、自己の情報受信開始位置を示す受信タイミング情報と受信ウ
インドウ情報と受信周期情報とを記載した管理情報を送信する。管理情報を受信できた他
の無線通信装置は、該当する無線通信装置の通信装置番号に関連付けて、受信タイミング
と受信ウインドウ、受信周期を記憶しておく。情報伝送時には、通信相手の受信タイミン
グと受信ウインドウ、受信周期とから該当する通信装置における受信開始位置を求めて、
そのタイミングで情報を送信する。このような無線通信方法によれば、無線通信装置が自
己の受信タイミングと受信ウインドウ、受信周期の情報を事前に通知して、そのウインド
ウで受信を行なうことによって、従来のように常時待ち受けを行なう必要がなくなるため
、受信機能を低消費電力で動作させることが可能になる。
【００１５】
また、本出願人に既に譲渡されている特願２００２－５７８３９号明細書には、任意のタ
イミングで情報送信を行なう代わりに、特定の通信装置が受信するタイミングを決めてお
き、情報送信を行なう場合にそのタイミングで情報送信を行なう無線通信方法について開
示されている。すなわち、制御局は所定の周期でフレームを規定するとともに、そのフレ
ーム中で自ネットワーク内の各無線通信装置が受信を行なうタイミングとして、固有のア
クセス・スロットを割り当てて、ビーコン信号に含めて送信する。そして、無線ネットワ
ーク内の各無線通信装置は、ビーコン信号で規定されている自分の固有のアクセス・スロ
ットで受信動作を行なう。また、ネットワーク内で任意の通信装置間で情報送信を行なう
ときは、受信先装置のアクセス・スロットを使用して情報送信を行なう。このような無線
通信方法によれば、各無線通信装置は、ビーコン信号を基に、自身に割り当てられたアク
セス・スロットでの受信動作を行なうことで、受信処理を簡素化することができるととも
に、絶えず受信待ちを行う必要がなくなることから、機器の低消費電力化を図ることがで
きる。また、各無線通信装置は、制御局からのビーコン信号を受信するだけで、他の無線
通信装置の受信タイミングを容易に把握することができる。すなわち、各通信装置はその
ビーコン信号を基に、アクセス・スロット配置のタイミング同期処理を行なうことで、ネ
ットワーク内のタイミング同期を取得して、受信処理を簡素化することができる。無線通
信装置がデータ送信するときには、受信先装置にアクセス・スロットで情報送信を行なう
ことで、ランダム・アクセス性に富んだ非同期通信を実現することできる。
【００１６】
また、従来からの帯域を予約して通信を行なう方法のシーケンスとして、アプリケーショ
ン層などの上位層からの指示により、伝送に必要な帯域予約のパラメータを相互に交換し
て、そのパラメータに従って要求を行なう方法が、ワイヤレス１３９４（ＡＲＩＢ  ＳＴ
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Ｄ  Ｔ－７２）のアイソクロナス伝送の予約方法として採用されている。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
帯域予約を行なう無線通信方法では、情報伝送の前に所定の手順に従って予約処理を行な
わなければならない。このため、情報伝送を行なう必要ができてから、予約が完了するま
で情報伝送ができないという問題がある。
【００１８】
また、任意のタイミングで情報送信を行なう無線通信方法では、いつどの通信装置から情
報が送られてくるかも知れないため、すべての通信装置が常時受信を行なっておく必要が
ある。
【００１９】
そもそも、これらの無線通信方法の双方が規定された無線通信プロトコルにおいては、上
位層のアプリケーションの種類を特定できなければ、どちらの無線通信方法で情報伝送を
行なえばよいのか判断がつかない。
【００２０】
伝送需要が発生した直後に、帯域予約通信が必要なアプリケーションからの要求であるか
否かを即座に識別できなければ、冗長な時間にわたって情報をバッファリングし、バッフ
ァのたまり具合によって帯域予約が必要なアプリケーションからの要求であるかを判断し
なければならない。このため、即座に無線伝送ができない。
【００２１】
　また、帯域予約型の通信プロトコルを適用した場合、少量の情報伝送に対して冗長な帯
域予約処理が行なわれると、帯域予約処理にかかる通信が無線伝送路のトラフィックを占
有してしまい、情報伝送のスループットが低下する
【００２２】
また、上位層におけるレスポンス情報など、少量の情報を短時間に返送する必要があるも
のに対して帯域予約処理を行なっていたのでは、処理が間に合わなくなるおそれもある。
【００２３】
従来からの帯域予約伝送シーケンスでは、アプリケーション層などの上位層からの指示に
より帯域予約のパラメータを特定し、そのパラメータに従って帯域予約要求を行なうよう
になっているが、このような方法では、事前にパラメータを交換するメカニズムの規定が
必要である
【００２４】
つまり、無線通信プロトコルだけで無線通信を閉じて制御することが不可能なのである。
【００２５】
本発明は上述したような技術的課題に鑑みたものであり、その主な目的は、非同期で任意
の情報伝送を行なう領域と帯域予約をして情報伝送を行なう領域とを併せ持つ、優れた無
線通信システム、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提
供することにある。
【００２６】
本発明のさらなる目的は、非同期通信によって情報伝送を開始するとともに非同期通信で
は情報伝送が完了しない場合に帯域予約通信を行なうことができる、優れた無線通信シス
テム、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供すること
にある。
【００２７】
本発明のさらなる目的は、情報伝送に際して、上位層などのアプリケーションの種類を特
定することなく、非同期通信によって情報伝送を開始するとともに非同期通信では情報伝
送が完了しない場合に帯域予約通信を行なうことができる、優れた無線通信システム、無
線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供することにある。
【００２８】
本発明のさらなる目的は、帯域予約通信が完了したことを上位層などのアプリケーション
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から通知を受け取ることなく、帯域予約通信の帯域を解除することができる、優れた無線
通信システム、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供
することにある。
【００２９】
【課題を解決するための手段及び作用】
本発明は、上記課題を参酌してなされたものであり、その第１の側面は、非同期伝送領域
と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信システムであって、
情報通信を行なう際に、最初は非同期伝送領域で情報通信を行ない、所定の伝送量を超過
したときに帯域予約を行なう処理を起動する、
ことを特徴とする無線通信システムである。
【００３０】
また、本発明の第２の側面は、非同期伝送領域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信シ
ステムであって、
帯域予約通信中に、当該帯域予約が所定の伝送量を下回ったときに、予約通信の帯域解除
を行なう処理を起動する、
ことを特徴とする無線通信システムである。
【００３１】
但し、ここで言う「システム」とは、複数の装置（又は特定の機能を実現する機能モジュ
ール）が論理的に集合した物のことを言い、各装置や機能モジュールが単一の筐体内にあ
るか否かは特に問わない。
【００３２】
また、ここで非同期伝送領域では例えば競合伝送領域（ＣＡＰ）における非同期無線通信
が行なわれ、帯域予約領域では非競合伝送領域（ＣＦＰ）における帯域予約通信が行なわ
れる。
【００３３】
また、ここで言う所定の伝送量は、例えば、非同期伝送領域の全帯域をネットワークを構
成する通信装置の台数で割った帯域である。
【００３４】
本発明の第１の側面に係る無線通信システムによれば、情報伝送を行なう場合に、伝送開
始直後には送信元の通信装置から受信先の通信装置に情報を送信しながら、伝送が継続す
る場合に、必要に応じて帯域予約処理を行なって通信を行なうことができる。
【００３５】
また、本発明の第１の側面に係る無線通信システムによれば、所定の伝送容量を超過した
場合に帯域予約メカニズムを適用することにより、すべての帯域を非同期通信で利用する
場合に比べ、伝送品質を保証した通信を実現することができる。
【００３６】
また、本発明の第１の側面に係る無線通信システムによれば、情報伝送に際して上位層な
どのアプリケーションの種類を特定することなく、非同期通信によって情報伝送を開始す
るとともに、その非同期通信では情報伝送が完了しない場合に、帯域予約通信を行なうこ
とができる。
【００３７】
このような通信方法によれば、伝送に先立ち予約を行なわずに通信を開始して、非同期通
信で十分伝送できる情報量の通信に対して帯域予約を行なわずに直接無線伝送するので、
少量の情報伝送を行なう場合に冗長となる予約処理を省くことができる。例えば、少量の
長時間ストリーミングを行なう場合にも所定の伝送容量を超過しなければ予約処理を不要
とすることができる。
【００３８】
すなわち、このような通信方法によれば、帯域予約処理のプロセスが不要となるので、無
線伝送路のトラフィックを大幅に改善することができる。
【００３９】
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また、アイソクロナス通信においても、所定の情報量までの通信では帯域予約を行なわず
に直接無線伝送することができるので、帯域予約処理を省略することによりシステムの実
装を簡素化することができる。
【００４０】
また、アイソクロナス通信のために、非同期無線通信を利用することによって、所定の伝
送容量までの通信は帯域が予約されている状態と同じ効果を得ることができる。
【００４１】
また、本発明の第２の側面に係る無線通信システムによれば、帯域予約伝送中に、その帯
域予約が不要になった場合に帯域予約を解除することで、他の情報伝送のためにその帯域
を繰り返し利用することができる。
【００４２】
また、本発明の第２の側面に係る無線通信システムによれば、帯域予約通信が完了したこ
とを、上位層などのアプリケーションから通知を受けることなく、帯域予約通信の帯域を
解除することができる。
【００４３】
また、本発明の第３の側面は、各無線通信装置間で所定のフレーム周期毎の非同期伝送領
域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信が行われる無線ネットワーク内におけるフレー
ム周期の帯域割当てを行なう無線通信装置又は無線通信方法であって、
前記無線ネットワーク内の無線通信装置から帯域予約要求及び／又は帯域解放要求を受信
する要求受信手段又はステップと、
該受信した帯域予約要求及び／又は帯域解放要求に応じて前記フレーム周期内の非同期伝
送領域と帯域予約伝送領域を設定するフレーム設定手段又はステップと、
を具備することを特徴とする無線通信装置又は無線通信方法である。
【００４４】
本発明の第３の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、情報伝送を行なう場
合に、伝送開始直後には非同期情報伝送を行ないながら、送受信装置間で情報伝送が継続
する場合に、必要に応じて帯域予約処理を行なって通信を行なうことができる。
【００４５】
また、本発明の第３の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、所定の伝送容
量を超過した送受信装置間の情報伝送において帯域予約メカニズムを適用することにより
、すべての帯域を非同期通信で利用する場合に比べ、伝送品質を保証した通信を実現する
ことができる。
【００４６】
また、本発明の第４の側面は、制御局管理下で所定のフレーム周期毎の非同期伝送領域と
帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信が行われる無線ネットワークで動作する無線通信装
置であって、
非同期伝送領域において情報を送信する非同期アクセス制御手段又はステップと、
帯域予約伝送領域において予約された帯域を利用して情報を送信する予約通信制御手段又
はステップと、
送信すべき情報を蓄積する送信情報蓄積手段又はステップと、
非同期伝送領域で送信可能な情報量を算出する伝送量算出手段又はステップと、
前記送信情報蓄積手段又はステップに蓄積された情報量と前記伝送量算出手段又はステッ
プにより算出された情報量の比較結果に応じて前記制御局に帯域予約要求又は帯域予約解
除要求を送信する帯域要求手段又はステップと、
を具備することを特徴とする無線通信装置である。
【００４７】
ここで、前記伝送量算出手段又はステップは、非同期伝送領域の全帯域を前記無線ネット
ワークを構成する無線通信装置の台数で割った帯域を送信可能な情報量として算出するよ
うにしてもよい。
【００４８】
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また、前記帯域要求手段又はステップは、前記非同期アクセス制御手段又はステップによ
り非同期伝送領域において情報伝送中に、前記送信情報蓄積手段又はステップに蓄積され
た情報量が前記伝送量算出手段又はステップにより算出された非同期伝送領域で送信可能
な情報量を超過したことに応答して、前記制御局に帯域予約要求を送信するようにしても
よい。
【００４９】
あるいは、前記帯域要求手段又はステップは、前記予約通信制御手段又はステップにより
帯域予約伝送領域において情報伝送中に、前記送信情報蓄積手段又はステップに蓄積され
た情報量が前記伝送量算出手段又はステップにより算出された非同期伝送領域で送信可能
な情報量を下回ったことに応答して、前記制御局に帯域予約解除要求を送信するようにし
てもよい。
【００５０】
したがって、本発明の第４の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、情報伝
送を行なう場合に、伝送開始直後には送信元の通信装置から受信先の通信装置に情報を送
信しながら、伝送が継続する場合に、必要に応じて帯域予約処理を行なって通信を行なう
ことができる。
【００５１】
また、本発明の第４の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、所定の伝送容
量を超過した場合に帯域予約メカニズムを適用することにより、すべての帯域を非同期通
信で利用する場合に比べ、伝送品質を保証した通信を実現することができる。
【００５２】
また、本発明の第４の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、情報伝送に際
して上位層などのアプリケーションの種類を特定することなく、非同期通信によって情報
伝送を開始するとともに、その非同期通信では情報伝送が完了しない場合に、帯域予約通
信を行なうことができる。
【００５３】
このような通信方法によれば、伝送に先立ち予約を行なわずに通信を開始して、非同期通
信で十分伝送できる情報量の通信に対して帯域予約を行なわずに直接無線伝送するので、
少量の情報伝送を行なう場合に冗長となる予約処理を省くことができる。例えば、少量の
長時間ストリーミングを行なう場合にも所定の伝送容量を超過しなければ予約処理を不要
とすることができる。
【００５４】
すなわち、このような通信方法によれば、帯域予約処理のプロセスが不要となるので、無
線伝送路のトラフィックを大幅に改善することができる。
【００５５】
また、アイソクロナス通信においても、所定の情報量までの通信では帯域予約を行なわず
に直接無線伝送することができるので、帯域予約処理を省略することによりシステムの実
装を簡素化することができる。
【００５６】
また、アイソクロナス通信のために、非同期無線通信を利用することによって、所定の伝
送容量までの通信は帯域が予約されている状態と同じ効果を得ることができる。
【００５７】
また、本発明の第４の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、帯域予約伝送
中に、その帯域予約が不要になった場合に帯域予約を解除することで、他の情報伝送のた
めにその帯域を繰り返し利用することができる。
【００５８】
また、本発明の第４の側面に係る無線通信装置又は無線通信方法によれば、帯域予約通信
が完了したことを、上位層などのアプリケーションから通知を受けることなく、帯域予約
通信の帯域を解除することができる。
【００５９】
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また、本発明の第５の側面は、各無線通信装置間で所定のフレーム周期毎の非同期伝送領
域と帯域予約伝送領域を併せ持つ無線通信が行われる無線ネットワーク内におけるフレー
ム周期の帯域割当て処理をコンピュータ・システム上で実行するようにコンピュータ可読
形式で記述されたコンピュータ・プログラムであって、
前記無線ネットワーク内の無線通信装置から帯域予約要求及び／又は帯域解放要求を受信
する要求受信ステップと、
該受信した帯域予約要求及び／又は帯域解放要求に応じて前記フレーム周期内の非同期伝
送領域と帯域予約伝送領域を設定するフレーム設定ステップと、
を具備することを特徴とするコンピュータ・プログラムである。
【００６０】
また、本発明の第６の側面は、制御局管理下で所定のフレーム周期毎の非同期伝送領域と
帯域予約伝送領域を併せ持つ無線ネットワークで無線通信を行なうための処理をコンピュ
ータ・システム上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・プ
ログラムであって、
非同期伝送領域において情報を送信する非同期アクセス制御ステップと、
帯域予約伝送領域において予約された帯域を利用して情報を送信する予約通信制御ステッ
プと、
送信すべき情報を蓄積する送信情報蓄積ステップと、
非同期伝送領域で送信可能な情報量を算出する伝送量算出ステップと、
前記送信情報蓄積ステップにより蓄積された情報量と前記伝送量算出ステップにより算出
された情報量の比較結果に応じて前記制御局に帯域予約要求又は帯域予約解除要求を送信
する帯域要求ステップと、
を具備することを特徴とするコンピュータ・プログラムである。
【００６１】
本発明の第５及び第６の各側面に係るコンピュータ・プログラムは、コンピュータ・シス
テム上で所定の処理を実現するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・
プログラムを定義したものである。換言すれば、本発明の第５及び第６の各側面に係るコ
ンピュータ・プログラムをコンピュータ・システムにインストールすることによって、コ
ンピュータ・システム上では協働的作用が発揮され、本発明の第３及び第４の各側面に係
る無線通信装置又は無線通信方法のそれぞれと同様の作用効果を得ることができる。
【００６２】
本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施形態や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。
【００６３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳解する。
【００６４】
図１には、本発明の一実施形態に係る小規模無線ネットワークの構成を模式的に示してい
る。
【００６５】
同図では、通信装置１から６が無線ネットワークを形成している様子が表されている。お
互いに直接通信が可能な他の通信装置との間で自由に情報の交換が行なえる状態にあるこ
とを、双方向の矢印にて示している。ある通信装置の通信可能な範囲の周囲に他の通信装
置が自由に存在して、無線ネットワークが自動的に構成されることとしても良い。
【００６６】
図示の例では、通信装置３を制御局として存在し、その通信範囲１０を無線ネットワーク
の範囲として、その他の通信装置がこの無線ネットワークに接続している。
【００６７】
また、通信装置１は通信装置２、３と通信が可能であり、通信装置２は、通信装置１、３
、５と通信が可能であり、通信装置３はすべての通信装置１、２、４、５、６と通信が可
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能であり、通信装置４は通信装置３、５、６と通信が可能であり、通信装置５は通信装置
２、３、４、６と通信が可能であり、通信装置６は通信装置３、４、５と通信が可能な状
態にある。
【００６８】
図２には、ＩＥＥＥ８０２．１５．３準拠のパーソナル・エリア・ネットワークにて利用
されるスーパーフレーム周期の構成を模式的に示している。
【００６９】
図示の通り、スーパーフレーム周期２０の先頭にはビーコン（Ｂｅａｃｏｎ）２１が配置
され、これによってスーパーフレーム周期２０が決定される。
【００７０】
ビーコン２１に続いて、ビーコンに続いて競合伝送領域である Contention Access Period
（ＣＡＰ）２２と、非競合伝送領域である Contention Free Period（ＣＦＰ）２３が配置
される。
【００７１】
ここで、 Contention Access Period（ＣＡＰ）２２では、例えばＣＳＭＡ／ＣＡによるラ
ンダム・アクセス・メカニズムを用いた非同期無線通信が行なわれる。また、 Contention
 Free Period（ＣＦＰ）２３では、 Guaranteed Time Slot（ＧＴＳ）２４と呼ばれる帯域
予約／割当て通信が行なわれる。
【００７２】
ＩＥＥＥ８０２．１５．３準拠のパーソナル・エリア・ネットワークでは、このスーパー
フレーム周期が繰り返し利用されることで、ネットワークが運営される。
【００７３】
図３には、本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局の管理下で端末局として動作す
る無線通信装置３００の機能構成を模式的に示している。但し、競合伝送領域（ＣＡＰ）
の非同期無線通信については、伝送しようとする情報を所定の情報量でパケット化処理を
施し、それぞれのパケット毎に所定のアクセス制御方法によって送受信処理を行なうこと
として説明してある。
【００７４】
図示の通り、無線通信装置３００は、当該通信装置が各種電子機器と接続されるインター
フェース３０１と、無線送信する情報を一時的に蓄えておく無線送信バッファ３０２と、
無線送信する情報をパケット化するパケット処理部３０３と、非同期通信を行なう非同期
アクセス制御部３０４と、アクセス制御部３０４から情報を無線送信するためのアンテナ
３０５と、当該通信装置上で一連の制御を行なう中央制御部３０６と、帯域予約通信の制
御を行なう予約通信制御部３０７と、その帯域予約通信の要求を行なう予約通信要求送信
部３０８と、ビーコン情報を受信してネットワークの運営情報や帯域予約状況を得るため
のビーコン情報受信部３０９と、パケット化されて無線送信されてきた情報を受信するパ
ケット情報受信部３１０と、その受信したパケットを収集する無線受信バッファ３１１と
で構成される。
【００７５】
この無線通信装置３００が情報送信を行なう場合、まず、インターフェース３１１経由で
接続される各種電子機器から無線送信する情報が受理されて、無線送信バッファ３０２に
蓄えられる。蓄えられた情報は、パケット処理部３０３において、所定の伝送単位でパケ
ット化される。そして、まず非同期アクセス制御部３０４にそのパケットが送られ、無線
伝送路上で非同期通信を行なうために所定の処理動作が行なわれた上で、アンテナ３０５
から無線送信される。
【００７６】
　非同期アクセス制御部３０４による非同期通信は、例えばＩＥＥＥ８０２．１５．３の
スーパーフレーム構成の中において、 伝送領域（ＣＡＰ）を利用して行なわれる。
【００７７】
また、この無線通信装置３００が情報受信を行なう場合には、アンテナ３０５から受信し
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た信号を、パケット情報受信部３１０で処理し、自無線通信装置宛てのパケットとして得
られた情報を受信バッファ３１１に送り込む。
【００７８】
受信バッファ３１１は、必要に応じて再送処理などの制御を行ない、所定の情報が揃った
段階でインターフェース３０１から当該通信装置３００に接続されている各種電子機器（
図示しない）に対して受け渡す。
【００７９】
本実施形態に係る無線通信装置３００において特徴的となる構成及び装置動作は、非同期
通信で処理しきれない情報量がパケット処理部３０３に蓄えられた場合に、中央制御局３
０６の処理に基づき、予約通信要求送信部３０８からネットワークの制御局（後述）に対
して予約通信要求が送信される、という点である。
【００８０】
制御局側では、この予約通信要求に応じて、この通信のために予約通信の割当てを行なう
。そして、例えばビーコン情報によって予約通信が行なわれたことが通知される。
【００８１】
制御局からはビーコン情報が周期的に送信される。そして、ビーコン情報受信部３０９に
よって受信されて、予約通信領域の有無を含んだ情報が周期的に中央制御部３０６に供給
される。
【００８２】
中央制御部３０６では、この予約通信領域の情報に基づき、要求した予約通信領域の割当
てがあれば、予約通信制御部３０７にその領域の設定を行なう。
【００８３】
そして、パケット処理部３０３から予約通信制御部３０７にパケットを供給し、予約通信
領域が到来した場合に予約通信制御部３０７からアンテナ３０５を介して無線送信される
。
【００８４】
上述したような一連の制御は、中央制御部３０６の中に搭載されている情報記憶部に格納
されているプログラム（動作命令手順）に従って、中央制御部３０６によって実行処理さ
れる。
【００８５】
また、上記の説明では、個別の動作する各部に分かれた構成として無線通信装置３００が
示されているが、情報記憶部に格納された動作命令手順毎に処理が規定されている構成と
しても良い。
【００８６】
　また、図４には、本実施形態に係る無線ネットワーク内で 動作する無線通
信装置４００の機能構成を模式的に示している。図示の無線通信装置４００は、端末局と
して動作する無線通信装置３００と類似した機能構成となっているが、制御局として動作
する指示がなされた場合に、そのための機能が有効になるように構成されている。
【００８７】
同図に示すように、制御局として動作する無線通信装置４００は、当該通信装置が各種電
子機器と接続されるインターフェース４０１と、無線送信する情報を一時的に蓄えておく
無線送信バッファ４０２と、無線送信する情報をパケット化するパケット処理部４０３と
、非同期通信を行なう非同期アクセス制御部４０４と、アクセス制御部から情報を無線送
信するためのアンテナ４０５と、一連の制御を行なう中央制御部４０６と、帯域予約通信
の制御を行なう予約通信制御部４０７と、端末局として動作する他の無線通信装置からの
帯域予約通信の要求を受信する予約通信要求受信部４０９と、ネットワークを運営するた
めの情報や帯域予約状況をビーコン情として送信するためのビーコン情報送信部４０８と
、パケット化されて無線送信されてきた情報を受信するパケット情報受信部４１０と、そ
の受信したパケットを収集する無線受信バッファ４１１とで構成される。
【００８８】
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無線通信装置４００における一連の動作は、中央制御部４０６の中に設けられている情報
記憶部に格納されている動作命令手順（プログラム）に従って、中央制御部４０６によっ
て実行処理されるようになっている。また、ここでは個別に動作する各部が分かれた構成
として示されているが、情報記憶部に格納された動作命令手順毎に処理が規定されている
構成としても良い。
【００８９】
図５には、本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局として動作する無線通信装置４
００から送出されるビーコン信号の構成を模式的に示している。
【００９０】
同図に示すように、ビーコン・フレーム信号は、ビーコン信号を示すヘッダ情報（ Beacon
 Header）５１と、ヘッダ情報の誤りの有無を確認するヘッダ・チェック・シーケンス（ H
eader Check）５２と、ネットワークの制御局であるデバイスを識別するための装置識別
情報（ Device Identifier）５３と、ネットワークを運営する上で必要な同期パラメータ
の情報５４と、ネットワークでの最大送信電力を示す最大送信電力情報５５と、非競合伝
送領域（ＣＦＰ）の帯域予約通信の割当て情報（ Channel Time Allocation Element）５
６と、そしてこのフレーム情報の誤りの有無を確認するフレーム・チェック・シーケンス
（ Frame Check）５７とで構成される。
【００９１】
また、図６には、本実施形態に係る無線ネットワークにおいて端末局として動作する無線
通信装置３００が制御局４００に対して帯域予約を要求するための予約要求信号の構成を
模式的に示している。
【００９２】
同図に示すように、予約要求信号のコマンド・フレームは、予約要求のコマンドであるこ
とを示すヘッダ情報（ Command Header）６１と、ヘッダ情報の誤りの有無を確認するヘッ
ダ・チェック・シーケンス（ Header Check）６２と、帯域予約の要求を行なうパラメータ
の記載された情報（ Channel Time Request Block）６３と、このフレーム情報の誤りの有
無を確認するフレーム・チェック・シーケンス（ Frame Check）６４とで構成される。
【００９３】
また、図７には、本実施形態に係る無線ネットワークで使用されるスーパーフレーム構成
が予約要求信号に応じて変化する様子を模式的に示している。
【００９４】
同図の上段に示したスーパーフレーム構成には、ある無線通信のために帯域予約が行なわ
れていない状態を示していて、ビーコン（ Beacon）７０１に続いて、競合伝送領域（ＣＡ
Ｐ）７０２が配置され、これに続いて非競合伝送領域（ＣＦＰ）７０３が配置されている
。
【００９５】
このＣＡＰの領域では、各無線通信装置は任意のタイミングで非同期通信による情報交換
を行なう。例えば、無線ネットワーク内に４つの無線通信装置が存在する場合、各無線通
信装置の伝送量はネットワークを構成する通信装置の台数で割った帯域すなわちＣＡＰ領
域全体の１／４以下の帯域であることが相当であると考えられる。
【００９６】
そして、ある無線通信装置において伝送可能な情報量の１／４を超過する情報量がバッフ
ァに格納されたときに、帯域予約要求処理を起動するように設定される。
【００９７】
同図の下段では、所定の伝送量を超過した無線通信のために帯域予約が行なわれた状態が
示されている。ビーコン（ Beacon）７１１に続いて、競合伝送領域（ＣＡＰ）７１２が配
置され、これに続いて非競合伝送領域（ＣＦＰ）７１３が配置されている。そして、非競
合伝送領域（ＣＦＰ）７１３に、ある無線通信のためにギャランティード・タイムスロッ
ト７１４の予約が追加されている。この結果として、非競合伝送領域（ＣＦＰ）がスーパ
ーフレーム全体に占める割合も拡張している。
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【００９８】
また、ＣＡＰの領域では、今まで通り、ネットワークを構成する無線通信装置数に応じて
、帯域予約要求処理を起動するように設定されている状態が継続されるようにしてもよい
。
【００９９】
図８には、本実施形態に係る無線ネットワーク内で一般の端末局として動作する無線通信
装置３００が行なう処理動作をフローチャートの形式で示している。この処理動作は、実
際には、中央制御部３０６内の情報記憶部に格納されているプログラム・コードを中央制
御部３０６が実行するという形態で実現される。但し、ここでは事前にネットワークの制
御局との間で所定のアソシーエーション（参入）処理が完了している無線通信装置の動作
状況を表してある。
【０１００】
まず、スーパーフレームの中のビーコン領域において、ビーコン情報受信部３０９を動作
させて、ネットワークの制御局からのビーコン信号の受信処理を行なう（ステップＳ１）
。そして、ビーコン信号を受信した場合には、フレーム周期の情報を内部記憶装置（例え
ば、中央制御部３０６内の情報記憶部）に格納しておく（ステップＳ２）。
【０１０１】
次いで、受信したビーコン情報より、競合伝送領域での受信領域を設定するとともに（ス
テップＳ３）、非競合伝送領域の送受信領域を設定する（ステップＳ４）。そして、設定
し終えた場合にはステップＳ５に移行する。また、ビーコン信号を受信していない場合に
は直接ステップＳ５に移行する。
【０１０２】
ステップＳ５では、インターフェース部に接続される機器からの送信情報を受理したかど
うかを判断する。そして、送信情報を受理していれば、送信データの設定を行なう（ステ
ップＳ６）。
【０１０３】
次いで、送信データが所定のバッファ量を超過したか判断する（ステップＳ７）。そして
、送信データが所定のバッファ量を超過した場合にのみ、帯域予約要求を設定する（ステ
ップＳ８）。
【０１０４】
次いで、スーパーフレームの中で競合伝送領域であるかどうかを判断する（ステップＳ９
）。競合伝送領域であれば、さらに、送信データの有無を判断する（ステップＳ１０）。
【０１０５】
ここで、帯域予約要求や送信データなどの送信情報があれば、所定のアクセス制御方法に
基づいて情報送信処理が行なわれ（ステップＳ１１）、送信完了後に次ステップＳ１２に
移行する。
【０１０６】
ステップＳ１２では、送信データがない場合と送信処理が行なわれていない場合において
、データの受信処理が行なわれ、自通信装置宛の情報を受信したか判断する。
【０１０７】
ここで、自通信装置宛の情報を受信した場合には、データ情報の受信処理を行なう（ステ
ップＳ１３）。すなわち、所定のデータ情報が収集された段階で、インターフェース３０
１を介して接続された機器へデータ情報を送り込む。その後、ステップＳ１に戻り、上述
した一連の処理を繰り返す。
【０１０８】
一方、判断ブロックＳ９で、競合伝送領域でないと判断された場合、Ｎｏの分岐よりステ
ップＳ１４に移行し、非競合伝送領域であるかどうかをさらに判断する。
【０１０９】
非競合伝送領域であれば、予約通信処理のサブルーチン処理を行なう（ステップＳ１５）
。また、非競合伝送領域でない場合と、予約通信処理を終えた場合には、ステップＳ１に
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戻り、上述した一連の処理を繰り返す。
【０１１０】
また、図９には、本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局として動作する無線通信
装置４００が行なう処理動作をフローチャートの形式で示している。この処理動作は、実
際には、中央制御部４０６内の情報記憶部に格納されているプログラム・コードを中央制
御部４０６が実行するという形態で実現される。但し、ここでは事前にネットワークの制
御局との間で所定のアソシーエーション（参入）処理が完了している無線通信装置の動作
状況を表してある。
【０１１１】
制御局となる無線通信装置４００は、この無線ネットワークの運営するために、競合伝送
領域や非競合伝送領域などから構成されるスーパーフレーム周期を設定して、ビーコン情
報として登録する（ステップＳ２１）。
【０１１２】
さらに、ビーコン信号送信タイミングの到来を判断し（ステップＳ２２）、そのタイミン
グが到来したことに応答して、ビーコン情報送信部４０８よりビーコン信号の送信を行な
い（ステップＳ２３）、次ステップＳ２４に移行する。また、ビーコン信号送信タイミン
グが到来しない場合にはそのままステップＳ２４に移行する。
【０１１３】
ステップＳ２４では、競合伝送領域が到来したか判断する。そして、競合伝送領域であれ
ば、送信データの有無を判断する（ステップＳ２５）。
【０１１４】
ここで、送信データなどの送信情報があれば、所定のアクセス制御方法に基づいて情報送
信処理が行なわれ（ステップＳ２６）、送信完了後に次ステップＳ２７に移行する。また
、これらの送信データがなければそのままステップＳ２７に移行する。
【０１１５】
ステップＳ２７では、送信データがない場合と送信処理が行なわれていない場合に、デー
タの受信処理が行なわれる。そして、次ステップＳ２８において、自通信装置宛の情報を
受信したかどうかを判断する。
【０１１６】
ここで、自通信装置宛の情報を受信した場合には、さらに帯域予約要求を受信したかどう
かを判断する（ステップＳ２９）。
【０１１７】
帯域予約要求を受信した場合には、通信帯域の予約処理を行ない（ステップＳ３０）、そ
の予約を反映したスーパーフレーム構成を書き換え、ビーコン情報に反映をするために、
ステップＳ２１に移行する。
【０１１８】
また、判断ブロックＳ２９において、帯域予約要求でないと判断された場合には、さらに
帯域解除要求を受信したかどうかを判断する（ステップＳ３１）。
【０１１９】
帯域解除要求を受信した場合には、通信帯域の解除処理が行なわれ（ステップＳ３２）、
その予約を反映したスーパーフレーム構成を書き換え、ビーコン情報に反映をするために
、ステップＳ２１に移行する。
【０１２０】
さらに、判断ブロックＳ３１において、帯域解放要求でもないと判断された場合には、デ
ータ情報の受信処理を行なう（ステップＳ３３）。つまり、所定のデータ情報が収集され
た段階で、インターフェース３０１を介して接続された機器へデータ情報を送り込む。
【０１２１】
また、判断ブロックＳ２４において、競合伝送領域でないと判断された場合には、Ｎｏの
分岐より、ステップＳ３４に移行して、さらに非競合伝送領域であるかどうかを判断する
。
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【０１２２】
　ここで、非競合伝送領域であると判断された場合には 予約通信処理のサブルーチン処
理を行なう（ステップＳ３５）。
【０１２３】
また、非競合伝送領域でないと判断された場合、並びに予約通信処理を終えた場合には、
再度ステップＳ２２に移行し、上述した一連の処理を繰り返す。
【０１２４】
また、図１０には、一般の端末局として動作する無線通信装置３００が実行する予約通信
処理（図８中のステップＳ１５）、並びに制御局として動作する無線通信装置４００が実
行する予約通信処理（図９中のステップＳ３５）の詳細な手順をフローチャートの形式で
示している。
【０１２５】
まず、自通信装置が予約通信の送信領域の指定を受けたタイミングであるかどうかを判断
する（ステップＳ４１）。
【０１２６】
ここで、送信領域の指定を受けたタイミングであれば、次ステップＳ４２に移行して、そ
の領域で送信すべきデータの有無を判断する。
【０１２７】
そして、送信データがあれば、無線通信装置の予約通信制御部３０７／４０７を有効にし
て、データ情報の送信処理を行ない（ステップＳ４３）、この処理から戻る。
【０１２８】
一方、送信データがなければ、制御局となる無線通信装置宛に予約解除の要求を設定し（
ステップＳ４４）、この処理から戻る。
【０１２９】
また、判断ブロックＳ４１において、送信領域の指定を受けたタイミングでなければ、ス
テップＳ４５に移行して、自通信装置の受信領域の指定を受けているかどうかの判断を行
なう。
【０１３０】
ここで、受信領域の指定を受けたタイミングであれば、無線通信装置の予約通信処理部を
有効にして、データ情報の受信処理を行ない（ステップＳ４６）、この処理から戻る。ま
た、受信領域の指定を受けたタイミングでなければ、そのままこの処理から戻る。
【０１３１】
［追補］
以上、特定の実施形態を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が該実施形態の修正や代用を成し得ることは自明で
ある。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、本明細書の記載内容
を限定的に解釈するべきではない。本発明の要旨を判断するためには、冒頭に記載した特
許請求の範囲の欄を参酌すべきである。
【０１３２】
【発明の効果】
以上詳記したように、本発明によれば、情報伝送に際して、上位層などのアプリケーショ
ンの種類を特定することなく、非同期通信によって情報伝送を開始するとともに非同期通
信では情報伝送が完了しない場合に帯域予約通信を行なう、優れた無線通信システム、無
線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供することができる
。
【０１３３】
また、本発明によれば、帯域予約通信が完了したことを上位層などのアプリケーションか
ら通知を受け取ることなく、帯域予約通信の帯域を解除することができる、優れた無線通
信システム、無線通信装置及び無線通信方法、並びにコンピュータ・プログラムを提供す
ることができる。
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【０１３４】
本発明によれば、非同期通信で十分伝送できる情報量の通信に対して、帯域予約を行なわ
ずに直接無線伝送するので、処理を簡素化することができる。このような通信動作では、
帯域予約処理のプロセスが不要となるので、無線伝送路のトラフィックを大幅に改善する
ことができる。
【０１３５】
また、本発明は、アイソクロナス通信においても、所定の情報量までの通信では帯域予約
を行なわずに直接無線伝送するので、帯域予約処理を省略することができ、システムの実
装を簡素化することができる。また、アイソクロナス通信のために非同期無線通信を利用
することによって、所定の伝送容量までの通信は帯域が予約されている状態と同じ効果を
得ることができる。
【０１３６】
また、本発明によれば、所定の伝送容量を超過した場合に帯域予約メカニズムを適用する
ことにより、すべての帯域を非同期通信で利用する場合に比べ、伝送品質を保証した通信
を実現することができる。
【０１３７】
また、本発明によれば、当初は非同期伝送領域で情報通信を行ない、所定の伝送量を超過
した場合に帯域予約を行なう方法を提供することで、情報通信を行なう場合には即座に情
報伝送が可能になる。
【０１３８】
また、本発明によれば、帯域予約伝送中にその帯域予約が不要となった場合には帯域予約
を解除することで、他の情報伝送のために同じ帯域を繰り返し利用することができる。
【０１３９】
また、本発明によれば、上位に存在するアプリケーションに依存することなく、帯域予約
が必要になった場合にのみ帯域予約伝送領域の予約要求して帯域予約通信を行なうととも
に、帯域予約伝送が不要になった場合に帯域予約伝送領域の解除を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る小規模無線ネットワークの構成を模式的に示した図で
ある。
【図２】ＩＥＥＥ８０２．１５．３準拠のパーソナル・エリア・ネットワークにて利用さ
れるスーパーフレーム周期の構成を模式的に示した図である。
【図３】本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局の管理下で端末局として動作する
無線通信装置３００の機能構成を模式的に示した図である。
【図４】本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局として動作する無線通信装置４０
０の機能構成を模式的に示した図である。
【図５】ビーコン信号の構成を模式的に示した図である。
【図６】予約要求信号の構成を模式的に示した図である。
【図７】無線ネットワークで使用されるスーパーフレーム構成が変化する様子を模式的に
示した図である。
【図８】本実施形態に係る無線ネットワーク内で一般の端末局として動作する無線通信装
置３００が行なう処理動作を示したフローチャートである。
【図９】本実施形態に係る無線ネットワーク内で制御局として動作する無線通信装置４０
０が行なう処理動作を示したフローチャートである。
【図１０】予約通信処理の手順を示したフローチャートである。
【符号の説明】
３００…無線通信装置（端末局）
３０１…インターフェース，３０２…無線送信バッファ
３０３…パケット処理部，３０４…非同期アクセス制御部
３０５…アンテナ，３０６…中央制御部
３０７…予約通信制御部，３０８…予約通信要求送信部
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３０９…ビーコン情報受信部，３１０…パケット情報受信部
３１１…無線受信バッファ
４００…無線通信装置（制御局）
４０１…インターフェース，４０２…無線送信バッファ
４０３…パケット処理部，４０４…非同期アクセス制御部
４０５…アンテナ，４０６…中央制御部
４０７…予約通信制御部，４０８…ビーコン情報送信部
４０９…予約通信要求受信部，４１０…パケット情報受信部
４１１…無線受信バッファ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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